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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

名城大学所有グローブ式アスティアーＣＳ７７型ＪＡ２２１６（滑空機）は、平成元 

年３月１８日三大学（名古屋工業大学、岐阜大学、名城大学）対抗グライダー競技会に 

参加し、岐阜県木曾川河川敷にある木曾川滑空場において、１２時３５分ごろ、離陸 

した直後ハード・ランディングして中破した。

同機には、機長のみが搭乗していたが死傷はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、平成元年３月１８日、運輸大臣から事故発生の通報を受 

け、当該事故の調査を担当する主管調査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

平成元年３月１９日 現場調査



1.2.3　原因関係者からの意見聴取 

意見聴取を行った。

２　認定した事実

２．１　飛行の経過

機長は、３月１８日１２時００分から約３０分間アレキサンダー・シュライハー 

式Ｋ－１３型機（複座）により滑翔飛行競技に参加、引き続き１２時３５分ごろからＪ 

Ａ２２１６（単座）に乗り組み、同競技に参加のため滑空場から北北西（約３４０度）に 

向け、ウインチえい航により発航した。

以後の飛行については、機長の口述によれば次のとおりであった。

同機は、ウインチえい航を開始し、約２０～３０メートル地上滑走した後離陸 

したが、離陸直後からえい航速度の不足を感じた。

高度２～３メートルに上昇した時点で、えい航速度に変化が感じられなかった 

ので、えい航索からの離脱を決心し、機首を若干下げて加速姿勢をとり、えい航 

索のリリース・ノブを操作しようとした際、誤ってスポイラ・レバーを操作した 

ため機体の沈下率が増加した。誤操作に気が付き直ちにスポイラを閉じる操作と 

ともに、えい航索リリース・ノブを操作してえい航索から離脱したが、スポイラ 

が閉じきれないままハード・ランディングした。

同機は離陸点から約１００メートルの同滑空場内に停止した。 

事故発生時刻は、１２時３５分ごろと推定された。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷 

死傷者はなかった。

２．３　航空機の損壊に関する情報

2.3.1　損壊の程度

中破

2.3.2　航空機各部の損壊の状況

主脚 破損



左主翼翼根 一部亀裂

２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報

なし

２．５　乗組員に関する情報

機長 男性 ２１歳

自家用操縦士技能証明書 第１３９７７号

限定事項 上級滑空機 昭和６３年１０月２５日

第二種航空身体検査証明書 第２４２７０１６９号

有効期限 昭和６４年１１月６日

総飛行時間（滑空機） ４５時間１８分（３１０回）

同型式機飛行時間 ４時間４６分（２６回）

最近３０日間の飛行時間 ７時間３４分

２．６　航空機に関する情報

2.6.1　航空機

型式 グローブ式アスティアーＣＳ７７型

製造番号 １６５７

製造年月日 昭和５２年７月１３日

耐空証明書 第６３－６－５号

有効期限 平成２年１月１４日

総飛行時間 ５３３時間２５分

2.6.2　重量及び重心位置

事故当時、同機の重量は３４５キログラム、重心位置は４４．０センチメートル 

と推算され、いずれも許容範囲（最大離陸重量４５０キログラム、事故当時の重量に 

対応する重心範囲３１．０～４８．０センチメートル）内にあったものと認められる。

２．７　気象に関する情報

機長及び関係者の口述を総合すると、事故当時の気象は、天気 晴れ、視程 １０キロ 

メートル以上、風向 ３００～３４０度、風速 平均７メートル／秒であった。



２．８　その他参考となる事項

機長が当日同機に搭乗する前に飛行したアレキサンダー・シュライハー式Ｋ－１３ 

型（複座）のリリース・ノブは、機長が誤って操作した同機のスポイラ・レバーの位置 

と同じ位置に装備されている。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長は、適法な航空従事者技能証明及び有効な航空身体検査証明を有してい 

た。

3.1.2　ＪＡ２２１６は、有効な耐空証明を有し、所定の整備及び点検が実施されて 

いた。

3.1.3　調査結果から、事故発生まで同機には異常はなかったものと認められる。

3.1.4　当時のウインチ機材及びえい航索を調査した結果、異常はなかったものと認 

められる。

3.1.5　機長によれば、離陸直後、えい航速度の不足を感じ、高度２～３メートルで、 

えい航索から離脱しようとした際、えい航索リリース・ノブを操作すべきところを 

誤ってスポイラ・レバーを操作したとのことであるが、これは２．８項に前述した 

ように、機長が同機の前に搭乗した型式機のリリース・ノブの位置と同機のスポイ 

ラ・レバーの位置とが同位置であったため、機長が誤って操作したものと推定され 

る。

3.1.6　機長は誤操作に気付き、直ちにスポイラ・レバーの戻し操作を行うとともに 

リリース・ノブを操作したが、速度が遅く高度に余裕がなかったため、同機は、えい 

航索から離脱後スポイラーが閉じきれないまま沈下してハード・ランディングとな 

り機体を損傷したものと推定される。



４　原因

本事故は、機長が離陸直後えい航速度の不足を感じ、えい航索からの離脱を決心し、 

リリース・ノブを操作すべきところを誤ってスポイラ・レバーを操作したため機体が 

沈下し、速度が遅く高度に余裕がなかったのでハード・ランディングとなり機体を損 

傷したものと推定される。


